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研究成果の概要（和文）：本研究は、外来に通院するCOPD患者を対象に3つの調査を行った。おもな結果、外来
で治療するCOPD患者は70歳以上が約7割を占め、病期分類ではⅢ期以上が約4割を占めていた。COPDの進行によっ
て身体活動のQOLに影響を及ぼしていたが、病期が進行しても精神的健康度はある程度維持されていた。しか
し、COPDを患っているにもかかわらず25%のものは喫煙を継続していた。病期にかかわらず全体的には気道感染
の予防行動が取れていなかった理由として、疾患に対する認識や知識が少ないことが考えられた。一方で、知識
があれば予防行動につながり、肺炎等での入院が少ない、すなわち重症化防止との関連が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study investigated QOL and preventive knowledge and behavior of COPD 
patients who visit the outpatient department for treatment.  About 70 percent of the subjects were 
70 years old and over, and about 40 percent of them had advanced diseases (stage III or IV).  
Although it was considered that the decreased respiratory function induced by progress of COPD 
affects their QOL in respect of physical functions. Twenty-five percent of the patients in stage IV 
still continued smoking, which has a serious relation with the progress of illness.
 Lack of knowledge on the disease might also prevent them from engaging in preventive behaviors on 
respiratory infection.  Knowledge reduces the number of hospitalizations for pneumonia and other 
diseases by leading COPD patients to engage in preventive behaviors, suggesting the association of 
knowledge on the disease with the prevention of exacerbation in patients with COPD.

研究分野：臨床看護
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)わが国における COPDの現状 

 慢性閉塞性肺疾患 Chronic Obstructive 

Pulmonary disease（以下 COPD）は、20

年以上の喫煙歴を経て発症する進行性の閉

塞性換気障害をきたす疾患である。わが国

の 40 歳以上の COPD 有病率は 8.6％、患

者数は 530 万人と推定される 1)。しかし、

2008年の厚生労働省患者調査によると、病

院で COPDと診断された患者数は約 17万

3 千人であり、500 万人以上の患者は、労

作時の息切れ・咳・痰などの自覚症状があ

ったとしてもそれは年齢やタバコの吸いす

ぎのせいであると思い、COPDとは気づか

ない患者が多い。  

わが国では、いまだ喫煙率が高く、喫煙

開始年齢が若年化しており、今後さらに患

者数が増加し、国民の死因の上位に位置す

ることが予測されている。現在では原因療

法はなく、症状緩和と急性増悪の予防が主

である。 

(2)COPD患者の急性増悪とその影響 

 COPDの急性増悪は、入院回数を増やし

QOLや ADLを著しく低下させ、死亡率を

高める。気道感染は原因が推定された急性

増悪の約 80%に関与している 2)。COPD患

者は、喫煙だけでなく加齢の影響も重なり、

気道上皮の線毛機能障害、粘液産生亢進、

マクロファージの貪食能低下、肺胞破壊な

どにより、各種病原微生物による肺感染症

を併発しやすく、重症化しやすいと考えら

れる。また、COPD患者は、同年齢に比べ

て嚥下運動の異常が観察されており、誤嚥

性肺炎のリスクを高めているという報告も

ある 2)。 

慢性呼吸器疾患患者の気道感染予防の

認識について検討した研究では、患者の多

くがうがいや身体を冷やさないなどのセル

フケアに工夫がみられた 3)。しかし、その

ほとんどが自己流のものであった。うがい

や手洗いの方法・回数などについては検討

された研究はほとんどなく、適切なセルフ

ケアが行われ、気道感染を予防することに

つながっているのかは明らかでない。

COPD 患者の多くは 60 歳以上の高齢者で

あるが、これらの患者がいかに気道感染を

予防し、セルフケアができるよう支援する

かは大変重要な課題である。 

(3)本研究の意義 

 COPD 患者の急性増悪予防が必要性な

ことは啓発されているが、実際にどのよう

な気道感染予防行動がとられているか、ま

た、それが効果的な予防行動であるかなど

の詳細な検討は殆どない。 

適切な予防行動により急性増悪の回数を

減らすことは、確実に症状の進行を遅らせ、

QOLやADLの維持に貢献すると考えられ

る。 
 
 
２．研究の目的 

COPD患者にとって、急性増悪は生活の

質（QOL）と予後の悪化を招く。なかでも

気道感染は急性増悪の最も大きな原因であ

る。しかし、COPD患者が感染予防に対し

て実際にどのような行動をとっているかは

明らかでない。そこで、本研究は効果的で

実践可能なセルフケアプログラムの開発に

向けて、COPD患者の気道感染に対する認

識と行動を明らかにするために実態調査を

行う。 

(1)COPD 患者の気道感染に対する認識と

予防行動についての実態調査 

 外来に通院するCOPD患者のQOLと病

期などを明らかにする。気道感染の頻度や

予防のための個人の認識・行動などを明ら

かにする。 

(2)COPD 患者の感染予防行動についての

質的研究 

 予防行動については個人差が大きく関係

し、数値では表現できないものもあること



が予測される。このため、聞き取り調査を

行い、個人の認識や思いがどのような行動

に影響を与えているか、またそれが効果と

して現れているかなどを明らかにする。 

(3)COPD患者の口腔内状況に関する調査 

COPD患者の歯周病の有無、口腔内の乾

燥状況、残歯数などの口腔内の状況と栄養

状態、気道感染について明らかにする。 

 
３．研究の方法 
(1)COPD 患者の気道感染に対する認識と

予防行動についての実態調査 

福岡市にある 3つの病院で、82名の患者

を対象に調査を行った。調査票は、日常生

活の状態（健康関連 QOL調査票：SF36v2）
4)、COPDアセスメントテスト(CAT)5)、気

道感染の回数や症状、予防法と感染時の対

処行動などだった。 

データの分析方法：統計処理には、SPSS

を用いる。回収後、データは単純集計を行

う。また、2 項目間の比較には t 検定、相

関分析には Spearmanの順位相関係数、重

回帰分析には Stepwise法を用いた。 

(2)COPD 患者の感染予防行動についての

質的研究 

調査 1で調査 2に協力の意思がみられた

6 名の患者を対象にインタビュー調査を行

った。インタビューは、半構成的なインタ

ビューガイドに基づき、①COPDを患った

ことに対しての思い、②COPDを患ったこ

とによる辛いこと苦しいこと、③COPDが

進行・悪化しないように気をつけているこ

と、④実際の気道感染に対する予防行動、

について調査を行った。 

データの分析方法：記述された内容から、

気道感染に対する認識、自己の気道感染予

防行動、COPDという疾患に対する思いに

関する内容を抽出し、質的帰納的に分析し

カテゴリー化した。 

(3)COPD患者の口腔内状況に関する調査 

A 大学病院呼吸器外来受診をする COPD

患者 20 名を対象に①口腔状態に関する調

査、②歯科衛生士による口腔チェック、③

歯肉溝バイオマーカー検査 6)、④COPDの

急性増悪に関連する病原菌の保菌調査を行

った。データは単純集計を行った。記述統

計および多変量解析で分析を進行中である。 
 
 
４．研究成果 
(1)COPD 患者の気道感染に対する認識と

予防行動についての実態調査 

外来に通院する COPD患者 82名を対象に

調査を行った。外来で治療する COPD患者

は 70 歳以上が約 7 割を占め、病期分類で

はⅢ期以上が約 4割を占めていた。COPD

の進行による呼吸機能の悪化が身体活動の

QOL に影響を及ぼしていると考えられた

が、病期が進行しても精神的健康度はある

程度維持されていた。しかし、Ⅳ期になっ

ても喫煙を継続している患者が 25％もい

た。 

病期にかかわらず全体的には気道感染の

予防行動が取れていなかった。この理由と

して、疾患に対する認識や知識が少ないこ

とが考えられたが、自分の体や病気につい

ての関心が低い傾向がみられた。 

(2)COPD 患者の感染予防行動についての

質的研究 

 対象者は、5 名が男性、1 名が女性だっ

た。対象者の殆どが、喫煙を継続していた

ときに【病気のことを甘く考えていた】と

答え、診断されてからもしばらく喫煙を続

けて症状が進行した人が多かった。中には、

禁煙しなければならないことがかなりのス

トレスで、他のことなら何でも我慢する模

範的な患者になる代わりにタバコだけは吸

い続けるという【自分との取引】をする人

もいた。多くは【喫煙への後悔】持ちなが

らも【今の生活への適応】を優先に生活を

調整していた。しかし、【病気のことは主治



医に任せる】傾向が大きく、自分自身が患

っている疾患への関心や理解が低く、自己

管理についての具体的な正しい行動が取れ

ている人は少なかった。 

(3)COPD患者の口腔内状況に関する調査 

 対象者は、長年の喫煙による歯肉の色素

沈着を認めるものが多かった。対象者 20

名の歯肉溝検査では、Lt(白血球成分:炎症

マーカー)は、＋が 2名、±が 8名、－が 8

名だった。AT(血漿成分：出血マーカー)は、

＋が 2名、±が 2名、－が 14名だった。ま

た、AST(細胞成分：組織破壊のマーカー) 

は、＋が 0名、±が 1名、－が 17名だった。

歯科口腔衛生の習慣があまりよくなく風邪

を引きやすいという主訴の対象者が 1名い

たが、今回の調査だけでは、口腔内の状況

が呼吸器感染に影響を与えていることは断

定できなかった。全体的には口腔の状況は、

研究者が考えていたよりも良く、大学病院

外来に継続して受療行動を取れている対象

者であることに偏りが生じていることも考

えられた。今後、施設と対象者を増やし検

討を継続したいと考える。 

(4)まとめ 

本研究では、効果的で実践可能なセルフケ

アプログラムの開発に向けて、現在通院中

の COPD患者の日常生活や症状、気道感染

に対する認識と行動を明らかにする目的で

調査に取り掛かった。しかし、COPDとい

う病気の知識がなかったり、間違った理解

をしている人も多かった。この理由には、

COPD に関する情報が不足していること

や周囲の人も COPD認知度が低いこと、ま

た患者自身のヘルスリテラシーも関係して

いるのではないかと推測された。 

今後は、認知度を高める活動とともに、患

者の自己管理能力を高めるような関わりに

ついて研究を継続していきたいと考える。 
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